
行 政市内の交通事故発生状況 5月末現在　※（　）内は前年同期比

▼人傷事故 160件 （ー60） ▼死      者 2人 （＋2）

▼負 傷 者 221件 （ー52） ▼物損事故 647件 （＋28）

環
境
セ
ン
タ
ー
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
し
ま
す

■
人
事
課（
内
線
２
７
２
）

勤
務
時
間　

平
日
、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分（
休
憩
60
分
）　

※
水
曜
日
は
午
後
12
時
30
分
、土

曜
日
は
午
後
12
時
15
分
ま
で

応
募
資
格　

18
歳
以
上（
高
校
生
は
除
く
）で
、体
力

に
自
信
が
あ
り
、業
務
期
間
中
の
全
日
勤
務
で
き
る
人

申
込
方
法　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、人
事
課
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
郵
送
不
可

申
込
期
限　

７
月
12
日
㈮

受
付
時
間　

平
日
、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

◎
ご
み
収
集
業
務

　

業
務
期
間　

前
期
７
月
22
日
〜
８
月
10
日

　
　
　
　
　
　

 

後
期
８
月
12
日
〜
31
日

◎
焼
却
処
理
施
設
の
業
務
補
助

　

業
務
期
間　

７
月
22
日
〜
８
月
31
日

市
の
公
用
車
に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集
し
ま
す

　

市
の
財
産
の
有
効
活
用
と
地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
的
に
、公
用
車
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し

ま
す
。

申
込
対
象　

事
業
所
や
営
業
所
を
有
す
る
企
業
、

個
人
な
ど

掲
載
車
両　

軽
貨
物
自
動
車
10
台

掲
載
位
置　

車
体
の
後
部
側
面（
２
面
）

広
告
規
格　

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

最
大
縦
50
㌢
、横
50
㌢

※

広
告
の
作
成
費
用
は
広
告
主
の
負
担

掲
載
料
金　

１
面
あ
た
り
２
，５
０
０
円
／
月

※

申
込
単
位
は
１
面
ま
た
は
２
面

掲
載
期
間　

９
月
１
日
〜
平
成
26
年
８
月
31
日

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

※

受
付
時
間
は
平
日
、午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
方
法　

広
告
掲
載
等
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、掲
載
広
告
案（
写
真
や
原
稿
な
ど
内

容
が
わ
か
る
も
の
）と
企
業
概
要（
会
社
案
内
、パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
）を
添
え
て
、

担
当
課
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※

広
告
掲
載
に
関
す
る
基

　

準
な
ど
、詳
し
く
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

申
込
書
は
、市
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

　

ま
す
。

■
契
約
課（
内
線
２
３
３
）

　

長
年
に
わ
た
り
、行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、地
域
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
行
政
委
員
の

皆
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

◎
15
年　

▼
井
手
弘
樹（
竹
松
本
町
第
１
）

◎
10
年　

▼
朝
長
登
美
子（
三
城
団
地
）▼
北
嶋
光

昭（
大
多
武
）▼
中
村
勝
紀（
杭
出
津
４
区
）▼
橋
口
智

明（
松
並
２
丁
目
）▼
大
塚

君
子（
小
路
口
住
宅
）▼
齊
藤

義
武（
今
津
町
）▼
田
中
正

明（
南
川
内
）

◎
５
年　

▼
梅
澤
一
成（
日
向

平
）▼
堀
久（
片
町
第
２
）▼

中
原
漸（
徳
泉
川
内
）▼
大

谷
輝
雄（
横
山
頭
）▼
森
山

信
孝（
乾
馬
場
）▼
尾
﨑
信

弘（
古
町
６
区
）▼
國
分
八
郎

（
原
口
町
）▼
髙
辻
一
郎（
宮
小

路
１
丁
目
）▼
日
髙
靖
郎（
福

重
）▼
植
木
正
和（
武
留
路
）

■
地
域
げ
ん
き
課（
内
線
１
８
５
）

行
政
委
員
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰（
敬
称
略
）

寡
婦
表
彰（
敬
称
略
）

か

■
こ
ど
も
家
庭
課 

☎
54
９
１
０
０

　

本
市
に
居
住
す
る
人
で
、母
子
家
庭
の
母
と
な
り

独
力
で
子
ど
も
の
養
育
を
果
た
し
、社
会
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
40
年
以
上
経
過
さ
れ
た
寡
婦
の
皆
さ
ん

に
、表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

▼
北
村
セ
ツ（
武
部
町
）

▼
岩
﨑
ス
ミ
コ（
杭
出
津
１
丁
目
）

▼
池
田
和
代（
杭
出
津
２
丁
目
）

▼
辻
ハ
ヤ
ノ（
植
松
3
丁
目
）

▼
田
中
久
美
子（
水
田
町
）

▼
田
添
キ
タ
江（
竹
松
町
）

▼
古
達
シ
エ（
鬼
橋
町
）

▼
山
崎
辰
美（
東
野
岳
町
）

行
政
相
談
委
員　

藤
崎
和
彦

　

無
報
酬
で
住
民
か
ら
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け

る
な
ど
、行
政
相
談
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
、表
彰
さ

れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
市
民
１
１
０
番（
内
線
１
９
９
）

長
崎
行
政
評
価
事
務
所
長
感
謝
状
受
賞（
敬
称
略
）

大
村
市
消
防
団
退
団
者（
敬
称
略
）

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
）

　

長
年
に
わ
た
り
、地
域
防
災
の
た
め
に
ご
尽
力
さ

れ
た
皆
さ
ん
で
す
。ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

広告

　

食
を
通
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
行

う
食
生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

対
象　

受
講
後
、地
域
の
活
動
に
参
加
で
き
る
人

養
成
期
間　

９
月
〜
平
成
26
年
３
月（
月
２
回
、午
前

９
時
30
分
〜
正
午
ま
た
は
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
）

と
こ
ろ　

市
コ
ミ
セ
ン

定
員　

30
人

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
16
日
㈮

■
国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
４
０
）

お
お
む
ら
市
民
大
学
を
開
校
し
ま
す

　

お
お
む
ら
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と

し
、さ
ま
ざ
ま
な
知
識
の
習
得
や
実
践
を
行
い
ま
す
。

開
校
日　

10
月

定
員　

50
人

募
集
期
間　

８
月
〜
９
月（
予
定
）

※
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
生
徒
募
集
に
つ
い

て
は
、「
広
報
お
お
む
ら
８
月
号
」で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。■

男
女
い
き
い
き
推
進
課（
内
線
２
２
３
）

　地域の魅力や課題を共に見つけ、過去にとらわれない新しい
発想の下で、学び、気づき、行動する。

テーマ
共に 学ぶ・気づく・動く

～人が変われば、まちが変わる～

・
何
か
し
た
い
が
目
標
が
定
ま
っ
て
い
な
い
人

・
目
標
は
定
ま
っ
て
い
る
が
手
法
が
分
か
ら
な
い
人

・
活
動
の
輪
を
広
げ
た
い
、発
展
さ
せ
た
い
人

・
活
動
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
人

お
お
む
ら
市
民
大
学
で

  

いっ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

こ
ん
な
人
を

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す…

（
上
段
右
か
ら
）

村
田 

勝
也（
前
９
分
団
長
）

井
川 

武
利（
前
15
分
団
長
）

道
添 

隆
一（
前
８
分
団
長
）

（
下
段
右
か
ら
）

岩
崎 

健
三（
前
１
分
団
長
）

大
村
市
長

開
田 

浩
幸（
前
10
分
団
長
）
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行 政市内の交通事故発生状況 5月末現在　※（　）内は前年同期比
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▼負 傷 者 221件 （ー52） ▼物損事故 647件 （＋28）

環
境
セ
ン
タ
ー
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
し
ま
す

■
人
事
課（
内
線
２
７
２
）

勤
務
時
間　

平
日
、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分（
休
憩
60
分
）　

※
水
曜
日
は
午
後
12
時
30
分
、土

曜
日
は
午
後
12
時
15
分
ま
で

応
募
資
格　

18
歳
以
上（
高
校
生
は
除
く
）で
、体
力

に
自
信
が
あ
り
、業
務
期
間
中
の
全
日
勤
務
で
き
る
人

申
込
方
法　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、人
事
課
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
郵
送
不
可

申
込
期
限　

７
月
12
日
㈮

受
付
時
間　

平
日
、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

◎
ご
み
収
集
業
務

　

業
務
期
間　

前
期
７
月
22
日
〜
８
月
10
日

　
　
　
　
　
　

 

後
期
８
月
12
日
〜
31
日

◎
焼
却
処
理
施
設
の
業
務
補
助

　

業
務
期
間　

７
月
22
日
〜
８
月
31
日

市
の
公
用
車
に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集
し
ま
す

　

市
の
財
産
の
有
効
活
用
と
地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
的
に
、公
用
車
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し

ま
す
。

申
込
対
象　

事
業
所
や
営
業
所
を
有
す
る
企
業
、

個
人
な
ど

掲
載
車
両　

軽
貨
物
自
動
車
10
台

掲
載
位
置　

車
体
の
後
部
側
面（
２
面
）

広
告
規
格　

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

最
大
縦
50
㌢
、横
50
㌢

※

広
告
の
作
成
費
用
は
広
告
主
の
負
担

掲
載
料
金　

１
面
あ
た
り
２
，５
０
０
円
／
月

※

申
込
単
位
は
１
面
ま
た
は
２
面

掲
載
期
間　

９
月
１
日
〜
平
成
26
年
８
月
31
日

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

※

受
付
時
間
は
平
日
、午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
方
法　

広
告
掲
載
等
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、掲
載
広
告
案（
写
真
や
原
稿
な
ど
内

容
が
わ
か
る
も
の
）と
企
業
概
要（
会
社
案
内
、パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
）を
添
え
て
、

担
当
課
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※

広
告
掲
載
に
関
す
る
基

　

準
な
ど
、詳
し
く
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

申
込
書
は
、市
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

　

ま
す
。

■
契
約
課（
内
線
２
３
３
）

　

長
年
に
わ
た
り
、行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、地
域
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
行
政
委
員
の

皆
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

◎
15
年　

▼
井
手
弘
樹（
竹
松
本
町
第
１
）

◎
10
年　

▼
朝
長
登
美
子（
三
城
団
地
）▼
北
嶋
光

昭（
大
多
武
）▼
中
村
勝
紀（
杭
出
津
４
区
）▼
橋
口
智

明（
松
並
２
丁
目
）▼
大
塚

君
子（
小
路
口
住
宅
）▼
齊
藤

義
武（
今
津
町
）▼
田
中
正

明（
南
川
内
）

◎
５
年　

▼
梅
澤
一
成（
日
向

平
）▼
堀
久（
片
町
第
２
）▼

中
原
漸（
徳
泉
川
内
）▼
大

谷
輝
雄（
横
山
頭
）▼
森
山

信
孝（
乾
馬
場
）▼
尾
﨑
信

弘（
古
町
６
区
）▼
國
分
八
郎

（
原
口
町
）▼
髙
辻
一
郎（
宮
小

路
１
丁
目
）▼
日
髙
靖
郎（
福

重
）▼
植
木
正
和（
武
留
路
）

■
地
域
げ
ん
き
課（
内
線
１
８
５
）

行
政
委
員
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰（
敬
称
略
）

寡
婦
表
彰（
敬
称
略
）

か

■
こ
ど
も
家
庭
課 

☎
54
９
１
０
０

　

本
市
に
居
住
す
る
人
で
、母
子
家
庭
の
母
と
な
り

独
力
で
子
ど
も
の
養
育
を
果
た
し
、社
会
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
40
年
以
上
経
過
さ
れ
た
寡
婦
の
皆
さ
ん

に
、表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

▼
北
村
セ
ツ（
武
部
町
）

▼
岩
﨑
ス
ミ
コ（
杭
出
津
１
丁
目
）

▼
池
田
和
代（
杭
出
津
２
丁
目
）

▼
辻
ハ
ヤ
ノ（
植
松
3
丁
目
）

▼
田
中
久
美
子（
水
田
町
）

▼
田
添
キ
タ
江（
竹
松
町
）

▼
古
達
シ
エ（
鬼
橋
町
）

▼
山
崎
辰
美（
東
野
岳
町
）

行
政
相
談
委
員　

藤
崎
和
彦

　

無
報
酬
で
住
民
か
ら
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け

る
な
ど
、行
政
相
談
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
、表
彰
さ

れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
市
民
１
１
０
番（
内
線
１
９
９
）

長
崎
行
政
評
価
事
務
所
長
感
謝
状
受
賞（
敬
称
略
）

大
村
市
消
防
団
退
団
者（
敬
称
略
）

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
）

　

長
年
に
わ
た
り
、地
域
防
災
の
た
め
に
ご
尽
力
さ

れ
た
皆
さ
ん
で
す
。ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

広告

　

食
を
通
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
行

う
食
生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

対
象　

受
講
後
、地
域
の
活
動
に
参
加
で
き
る
人

養
成
期
間　

９
月
〜
平
成
26
年
３
月（
月
２
回
、午
前

９
時
30
分
〜
正
午
ま
た
は
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
）

と
こ
ろ　

市
コ
ミ
セ
ン

定
員　

30
人

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
16
日
㈮

■
国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
４
０
）

お
お
む
ら
市
民
大
学
を
開
校
し
ま
す

　

お
お
む
ら
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と

し
、さ
ま
ざ
ま
な
知
識
の
習
得
や
実
践
を
行
い
ま
す
。

開
校
日　

10
月

定
員　

50
人

募
集
期
間　

８
月
〜
９
月（
予
定
）

※
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
生
徒
募
集
に
つ
い

て
は
、「
広
報
お
お
む
ら
８
月
号
」で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。■

男
女
い
き
い
き
推
進
課（
内
線
２
２
３
）

　地域の魅力や課題を共に見つけ、過去にとらわれない新しい
発想の下で、学び、気づき、行動する。

テーマ
共に 学ぶ・気づく・動く

～人が変われば、まちが変わる～

・
何
か
し
た
い
が
目
標
が
定
ま
っ
て
い
な
い
人

・
目
標
は
定
ま
っ
て
い
る
が
手
法
が
分
か
ら
な
い
人

・
活
動
の
輪
を
広
げ
た
い
、発
展
さ
せ
た
い
人

・
活
動
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
人

お
お
む
ら
市
民
大
学
で

  

いっ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

こ
ん
な
人
を

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す…

（
上
段
右
か
ら
）

村
田 

勝
也（
前
９
分
団
長
）

井
川 

武
利（
前
15
分
団
長
）

道
添 

隆
一（
前
８
分
団
長
）

（
下
段
右
か
ら
）

岩
崎 

健
三（
前
１
分
団
長
）

大
村
市
長

開
田 

浩
幸（
前
10
分
団
長
）
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○
被
保
険
者
証（
保
険
証
）

　

８
月
か
ら
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。現
在
お
使
い

の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、７
月
31
日
ま
で
で
す
。新
し
い

保
険
証
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、記
載
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。な
お
、更
新
の
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

※

有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
、細
か
く
裁
断
し
破

　

棄
す
る
か
、国
保
け
ん
こ
う
課
ま
た
は
最
寄
り
の
住
民

　

セ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

○
限
度
額
適
用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を
医

療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、受
診
時
の
窓
口
支

払
い（
保
険
適
用
分
）が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
、

食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
人（
同
一
世
帯
の

　

全
員
が
、住
民
税
非
課
税
）

該
当
す
る
人
で
ま
だ
認
定
証
を
持
っ
て
い
な
い
人

　

国
保
け
ん
こ
う
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◎
持
参
品…

保
険
証
、印
か
ん

す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　

認
定
証
の
有
効
期
限
は
、７
月
３１
日
ま
で
で
す
。引
き

続
き
対
象
者
に
は
、新
し
い
認
定
証
を
保
険
証
と
と
も
に

７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。（
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

※

「
区
分
Ⅱ
」の
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
、そ
の
交
付

　

を
受
け
て
い
る
期
間
に
９０
日
を
超
え
る
入
院（
申
請

　

日
か
ら
過
去
１
年
以
内
）が
あ
る
場
合
は
、さ
ら
に
食

　

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。（
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
）

　

○
保
険
料
の
決
定
通
知
書（
兼
納
入
通
知
書
）

　

平
成
２５
年
度
の
保
険
料
を
決
定
し
、７
月
中
旬
に
保

険
料
の
決
定
通
知
書（
兼
納
入
通
知
書
）を
郵
送
し
ま

す
。納
付
の
方
法
は
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、納
入

通
知
書
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
重
点
課
題（
抜
粋
）】

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る
非
行
や
犯
罪
被
害
防

止
対
策
の
推
進

②
青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
被
害
の
防
止

③
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

④
不
良
行
為
や
初
発
型
非
行（
犯
罪
）の
防
止

⑤
い
じ
め
、暴
力
行
為
な
ど
の
問
題
行
動
へ
の
対
応

　
　

現
在
、い
じ
め
の
問
題
な
ど
、全
国
的
に
子
ど
も
を
め

ぐ
る
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
社
会
を
映
す
鏡
と
い
わ
れ
ま
す
。私
た
ち

大
人
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、大
人
が
姿
勢
を

正
し
、子
ど
も
の
手
本
に
な
る
こ
と
で
す
。ま
た
、社
会

全
体
の
モ
ラ
ル
の
向
上
や
地
域
の
教
育
を
高
め
る
こ
と

も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
が
、子
ど

も
に
関
心
を
持
ち
、

各
地
域
や
家
庭
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
な
が
ら
、社
会

全
体
で
青
少
年
を

育
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

　　　
「
コ
コ
ロ
ね
っ
こ
運
動
」と
は
、子
ど
も
た
ち
の
根
っ
こ
を

育
て
る
た
め
に
、大
人
の
あ
り
方
を
見
直
し
、み
ん
な
で

子
ど
も
を
育
て
る
県
下
独
自
の
運
動
で
す
。「
コ
コ
ロ
ね
っ

こ
運
動
」の
普
及
の
た
め
、地
域
や
ご
家
庭
で
も
、ぜ
ひ
取

り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

地
域
で
は
、あ
い
さ
つ・
声
か
け
運
動
を
！

　

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
な
ど
、身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
連
携
し
て
、元
気
で
明
る
い
あ
い
さ
つ

の
声
が
響
く
家
庭
、地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は
、「
我
が
家
の
き
ま
り
」を
作
り
ま
し
ょ
う
！

　

家
族
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
、親
子
で

話
し
合
い
、家
族
の
心
を
つ
な
ぐ「
我
が
家
の
き
ま
り
」を

作
り
ま
し
ょ
う
。一
方
的
な
決
ま
り
事
で
は
な
く
、大
人

も
自
ら
の
姿
を
子
ど
も
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

き
ま
り
を
作
っ
て
家
族
の
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
会
は
、子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
と
輝
き
を

育
み
、体
験
を
通
し
て
感
動
が
生
ま
れ
、輝
く
夢
を
与
え

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
青
少
年

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

０
８
０
０（
２
０
０
）２
０
０
１ 

☎　

１
０
２
０　
　

kiitekudasai@
city.om

ura.lg.jp

■
少
年
セ
ン
タ
ー 

☎　

６
４
０
５

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
お
知
ら
せ
】

保
険
料
が
決
定
さ
れ
ま
す

33万円以下
これら
の減額
に該当
すると

８．５割

９割

５割

２割

６，６００円

４，４００円

２２，３００円

３５，６００円

33万円以下で被保険者全員が年金収入
80万円以下（その他各種所得なし）

33万円+（24万5千円×世帯主を除く
被保険者数）以下

33万円+（35万円×被保険者数）以下

同一世帯内の被保険者と世帯主の前年の合計所得額 軽減割合 年間の均等割額

58万円以下（年金収入で211万円まで） ５割

賦課のもととなる所得額（前年中の総所得額などから基礎控除額３３万円を差し引いた額） 軽減の割合

所得割の軽減

均等割の軽減（年間の均等割額44,600円が次のようになります）

○保険料の軽減
所得が少ない人の保険料は、世帯の所得に応じて次のとおり軽減措置が継続されます。
　

被扶養者であった人の軽減
　この制度加入直前に健康保険など（国民健康保険は除く）の被扶養者
だった人は、保険料の所得割額の負担はなく均等割額が９割軽減され、
年間の保険料が４，４００円になります。
※これらの軽減措置は、手続きの必要はありません。
※保険料の納付が困難なときは、分割納付などのご相談に応じて
　いますので、お早めに国保けんこう課の窓口へご相談ください。
■国保けんこう課（内線１１２）
　長崎県後期高齢者医療広域連合　☎０９５（８１６）３９３０

子
ど
も
は
地
域
の
宝
物
！
で
き
る
こ
と
か
ら 

大
人
か
ら
！

子
ど
も
が
真
ん
中

　
　

大
人
が
変
わ
れ
ば
、

　
　

子
ど
も
も
地
域
も
変
わ
る
！

長
崎
県
の
県
民
運
動
！

「
コ
コ
ロ
ね
っ
こ
運
動
」

　　
　

大
人
み
ん
な
で
子
ど
も
の

　
　

心
を
育
て
よ
う

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」

毎
月
第
３
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」

子
ど
も
会
へ
の

加
入
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す

　
　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

青
少
年
に
関
す
る
相
談
は

少
年
セ
ン
タ
ー
へ

　
　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

　
　

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も

　
　

か
ま
い
ま
せ
ん
。

【
７
月
は
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
で
す
】

54

53
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○
被
保
険
者
証（
保
険
証
）

　

８
月
か
ら
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。現
在
お
使
い

の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、７
月
31
日
ま
で
で
す
。新
し
い

保
険
証
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、記
載
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。な
お
、更
新
の
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

※

有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
、細
か
く
裁
断
し
破

　

棄
す
る
か
、国
保
け
ん
こ
う
課
ま
た
は
最
寄
り
の
住
民

　

セ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

○
限
度
額
適
用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を
医

療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、受
診
時
の
窓
口
支

払
い（
保
険
適
用
分
）が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
、

食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
人（
同
一
世
帯
の

　

全
員
が
、住
民
税
非
課
税
）

該
当
す
る
人
で
ま
だ
認
定
証
を
持
っ
て
い
な
い
人

　

国
保
け
ん
こ
う
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◎
持
参
品…

保
険
証
、印
か
ん

す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　

認
定
証
の
有
効
期
限
は
、７
月
３１
日
ま
で
で
す
。引
き

続
き
対
象
者
に
は
、新
し
い
認
定
証
を
保
険
証
と
と
も
に

７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。（
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

※

「
区
分
Ⅱ
」の
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
、そ
の
交
付

　

を
受
け
て
い
る
期
間
に
９０
日
を
超
え
る
入
院（
申
請

　

日
か
ら
過
去
１
年
以
内
）が
あ
る
場
合
は
、さ
ら
に
食

　

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。（
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
）

　

○
保
険
料
の
決
定
通
知
書（
兼
納
入
通
知
書
）

　

平
成
２５
年
度
の
保
険
料
を
決
定
し
、７
月
中
旬
に
保

険
料
の
決
定
通
知
書（
兼
納
入
通
知
書
）を
郵
送
し
ま

す
。納
付
の
方
法
は
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、納
入

通
知
書
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
重
点
課
題（
抜
粋
）】

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る
非
行
や
犯
罪
被
害
防

止
対
策
の
推
進

②
青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
被
害
の
防
止

③
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

④
不
良
行
為
や
初
発
型
非
行（
犯
罪
）の
防
止

⑤
い
じ
め
、暴
力
行
為
な
ど
の
問
題
行
動
へ
の
対
応

　
　

現
在
、い
じ
め
の
問
題
な
ど
、全
国
的
に
子
ど
も
を
め

ぐ
る
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
社
会
を
映
す
鏡
と
い
わ
れ
ま
す
。私
た
ち

大
人
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、大
人
が
姿
勢
を

正
し
、子
ど
も
の
手
本
に
な
る
こ
と
で
す
。ま
た
、社
会

全
体
の
モ
ラ
ル
の
向
上
や
地
域
の
教
育
を
高
め
る
こ
と

も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
が
、子
ど

も
に
関
心
を
持
ち
、

各
地
域
や
家
庭
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
な
が
ら
、社
会

全
体
で
青
少
年
を

育
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

　　　
「
コ
コ
ロ
ね
っ
こ
運
動
」と
は
、子
ど
も
た
ち
の
根
っ
こ
を

育
て
る
た
め
に
、大
人
の
あ
り
方
を
見
直
し
、み
ん
な
で

子
ど
も
を
育
て
る
県
下
独
自
の
運
動
で
す
。「
コ
コ
ロ
ね
っ

こ
運
動
」の
普
及
の
た
め
、地
域
や
ご
家
庭
で
も
、ぜ
ひ
取

り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

地
域
で
は
、あ
い
さ
つ・
声
か
け
運
動
を
！

　

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
な
ど
、身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
連
携
し
て
、元
気
で
明
る
い
あ
い
さ
つ

の
声
が
響
く
家
庭
、地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は
、「
我
が
家
の
き
ま
り
」を
作
り
ま
し
ょ
う
！

　

家
族
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
、親
子
で

話
し
合
い
、家
族
の
心
を
つ
な
ぐ「
我
が
家
の
き
ま
り
」を

作
り
ま
し
ょ
う
。一
方
的
な
決
ま
り
事
で
は
な
く
、大
人

も
自
ら
の
姿
を
子
ど
も
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

き
ま
り
を
作
っ
て
家
族
の
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
会
は
、子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
と
輝
き
を

育
み
、体
験
を
通
し
て
感
動
が
生
ま
れ
、輝
く
夢
を
与
え

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
青
少
年

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

０
８
０
０（
２
０
０
）２
０
０
１ 

☎　

１
０
２
０　
　

kiitekudasai@
city.om

ura.lg.jp

■
少
年
セ
ン
タ
ー 

☎　

６
４
０
５

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
お
知
ら
せ
】

保
険
料
が
決
定
さ
れ
ま
す

33万円以下
これら
の減額
に該当
すると

８．５割

９割

５割

２割

６，６００円

４，４００円

２２，３００円

３５，６００円

33万円以下で被保険者全員が年金収入
80万円以下（その他各種所得なし）

33万円+（24万5千円×世帯主を除く
被保険者数）以下

33万円+（35万円×被保険者数）以下

同一世帯内の被保険者と世帯主の前年の合計所得額 軽減割合 年間の均等割額

58万円以下（年金収入で211万円まで） ５割

賦課のもととなる所得額（前年中の総所得額などから基礎控除額３３万円を差し引いた額） 軽減の割合

所得割の軽減

均等割の軽減（年間の均等割額44,600円が次のようになります）

○保険料の軽減
所得が少ない人の保険料は、世帯の所得に応じて次のとおり軽減措置が継続されます。
　

被扶養者であった人の軽減
　この制度加入直前に健康保険など（国民健康保険は除く）の被扶養者
だった人は、保険料の所得割額の負担はなく均等割額が９割軽減され、
年間の保険料が４，４００円になります。
※これらの軽減措置は、手続きの必要はありません。
※保険料の納付が困難なときは、分割納付などのご相談に応じて
　いますので、お早めに国保けんこう課の窓口へご相談ください。
■国保けんこう課（内線１１２）
　長崎県後期高齢者医療広域連合　☎０９５（８１６）３９３０

子
ど
も
は
地
域
の
宝
物
！
で
き
る
こ
と
か
ら 

大
人
か
ら
！

子
ど
も
が
真
ん
中

　
　

大
人
が
変
わ
れ
ば
、

　
　

子
ど
も
も
地
域
も
変
わ
る
！

長
崎
県
の
県
民
運
動
！

「
コ
コ
ロ
ね
っ
こ
運
動
」

　　
　

大
人
み
ん
な
で
子
ど
も
の

　
　

心
を
育
て
よ
う

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」

毎
月
第
３
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」

子
ど
も
会
へ
の

加
入
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す

　
　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

青
少
年
に
関
す
る
相
談
は

少
年
セ
ン
タ
ー
へ

　
　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

　
　

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も

　
　

か
ま
い
ま
せ
ん
。

【
７
月
は
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
で
す
】
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